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◇特集/技術解説・□□□□■◇

　今回は,“公共調達”に関し,思い

の一端を述べたい。

　昨年の秋以降,3人の県知事が公共

工事あるいは設計業務の発注に絡み,

談合事件に関与したとして相次いで

逮捕された。国民の気持ちからすれ

ば,驚きや怒りを通り越し,嘆き,諦め

の境地かもしれない。かつて,地方自

治体を舞台としたゼネコン汚職が社

会を賑わした際,その根本的な再発防

止策として,「公共工事の契約適正化

法」が制定された。この趣旨は,あく

までも,発注者側が入札参加者側の不

正行為を監視,防止することであっ

た。だが,今回は,発注者側,しかもそ

のトップが直接関与,指導したとされ

る,いわゆる「官製談合」だから,国

民,ましてやその県民からしたらたま

らない。

　全国知事会は,これらの事件を“対

岸の火事”とはせず“他山の石”と

し,全都道府県に警鐘を鳴らすことを

目的に,昨年の暮れ,「都道府県の公

共調達改革に関する指針（緊急報告）」

と取りまとめた。ここで,1千万円以

上の工事は,今後,すべて原則一般競

争入札とした。また,一般競争入札の

拡大で懸念される“不良不適格業者

の排除”,“品質の確保”には,入札

参加条件の適切化,低入札価格調査の

厳格化,最低制限価格制度の活用を挙

げている。さらに,談合防止にも役立

つとして,価格のみならずその技術力

を評価する「総合評価方式」の拡充

を図るべしとした。改めて言うまで

もなく,これらはすべて3,4年前から

言われ続けてきたことばかり。正に,

“言うは易し,行うは難し”だ。

　だが,視点を変えてみると,意外な

ことに気付く。発注者側の一連の調

達適正化方策の先には,これまで施工

者側が求めて止まなかった“施工条

件明示の適正化・徹底化”が見える。

　国民,住民は真に良質な社会資本,

公共施設を求める。その調達にあた

り,その業務を住民から付託され代

行するのが行政機関。それを提供で

きるのは誰か,その中で誰が,本来の

“顧客”である住民の満足度を最大と

させ得るか,求める調達品の条件,品

質を可能な限り詳細かつ明確に示さ

なければ,探しようも判定しようも無

い。これは当然のことである。普段,

人は買い物をする際,その商品に自分

が求める品質,条件を思いつく限り並

べ,それに合致する商品の中から,自

分に最もふさわしい物を買い求める。

マイホームなど生涯一度かもしれな

い高価な買い物なら,なおのことだ。

購入の条件を明示,主張することは,

購入者の権利そのものである。しか

し,公共工事の発注に際し,購入者側

の明示レベルはどうだろうか。

　推進工事など非開削工事の場合,事

前の地質調査が十分でないことが多

い。それ以上に施工条件が明示され

ていないことが多い。仮に,確認でき

ないものであっても,発注者,求める

者としては,これらの条件を前提にこ

ういうものを求めたい,とはっきり意

思表示をすべきではないか。さもな

ければ,それに適う施工者は見つけら

れないはずだ。施工条件明示は,発注

者側がイヤイヤ,渋々する義務でなく,

購入者側の当然の権利と言えないだ

ろうか。

　この商品が買えて良かった,この商

品を買っていただいて良かった。客

も店主側も双方に「ありがとうござ

いました。」と言い合える,それが健

全な商売の姿だ。公共工事調達の場

も,早期にこの健全な姿を求めて欲し

いものだ。そのために,誰が何をしな

ければならないか,今が正念場かもし

れない。

 〈編集委員長　石川和秀〉
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● ご案内 ●
◇本誌のご購読について

　ご購読をご希望の方は，巻末の振込み用紙で

当協会まで直接お申し込み下さい。

○購読料（税込み）

　１冊　1,500 円（本体 1,429 円）〒 400 円

　１ヵ年（４冊）6,000 円（本体 5,716 円）〒1,600 円

◇発行

　年４冊：１・４・７・10 月１日発行

◇広告のお申し込みについて

　本誌に広告の掲載をご希望の方は，編集室ま

でご連絡下さい。媒体資料等お送り致します。

◇投稿

 ・技術論文

　非開削に関連する技術，製品についての論文

を募集しています。

　投稿論文は，委員会で選考の上掲載論文には

薄謝をお送り致します。

◇情報のご提供について

 ・No-Dig NEWSダイジェスト

　非開削技術に関連する新技術，新製品，図書

の紹介，関連団体の動向や講演会，セミナー・

展示会の案内など，情報をお寄せ下さい。


